
ベリーズ国の課題

人口：40万５千人
首都：ベルモパン
言語：英語（公用語）の他、西語、クリオール語
主要産業：農業及び観光
GDP：2.83billion US$
一人当たりGDP：6,984US$
経済成長率：8.7% (各数値は、世銀による2022年統計）

• 課題A：気候変動対策ハリケー
ンなどへの防災（強靭なインフラ、
迅速な情報共有）

• カリブ海で異常発生している海藻
サルガッサム対策

• 課題B：産業振興（農業・観
光）農作物に付加価値をつけて
販売し収入向上につなげる

• 地元産品を活用し、環境に配慮
した持続的観光が重要

• 再エネの一層の推進も課題

基本情報

国別開発協力方針 重点分野

特徴的な現地の課題

(1)強靱な社会の構築

● 気候変動対策：ハリケーン・豪雨等への防災、海面上昇等への対
策及び再エネ・省エネの推進を図る

● 教育セクター強化：インクルーシブ教育を含む教育の質の改善と教
育アクセスの改善を進める

(2)持続可能な経済開発

● 農業・水産業開発：食の安全保障面、競争力の強化及び環境配
慮の観点から推進を図る

● 産業振興と人材育成説明：環境に配慮した持続的観光、地域の
特性（自然、文化、歴史）を活かした観光を推進

(3)その他：中米広域の観点から、近隣国を含めたセルバマヤ（マヤ密
林地帯）の生物多様性の推進を図る

課題C：生物多様性の推進

• セルバマヤにおける多様な動植
物等の重要性の認識を高める

• 人々の生計による環境負荷を抑
えるとともに、環境改善につなが
る取り組みをいかに推進するか

• 海洋プラスチック問題にも直面



ベリーズ国での主なODA事業事例

事例① 事例②

ココナッツ、ドラゴンフルーツなどの地元産品の加工・商
品開発で農業と観光に貢献！

案件名

カウンター
パート名

成果

輸入や化石燃料に依存していた電力の多様化、再エ
ネ化に貢献!

案件名 太陽光を活用したクリーンエネルギー導入計画

カウンター
パート名

成果

農業バリューチェーン改善（個別専門家）

農業・食糧安全・企業省

（無償）太陽光を活用したクリーンエネル
ギー導入計画（2012年完了）

公共水道電力・エネルギー・ロジシティック
ス・Eガバナンス省

• 約600MWh／年受電端電力量をも
たらした。

• 太陽光発電の出力監視、持続的運
転、メンテナンス等の技術を移転

• 地元産品（ドラゴンフルーツ、ココナッ
ツ）のマーケティング手法を農業省、農
家に伝授。観光や輸出向けに“売れる”
品種の導入、加工品を開発

• ジャガイモの出荷タイミングを調整でき
るよう収穫後の保管技術を移転
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